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期
日
／
７
月
21
日
（
土
）
～

22
日
（
日
）

　
場
所
／
那
古
地
区

　

期
日
／
７
月
28
日（
土
）
～
29

日（
日
）

　
場
所
／
船
形
地
区　

　
期
日
／
８
月
１
日（
水
）
～
２

日（
木
）

　
場
所
／
館
山
地
区

　
期
日
／
８
月
10
日（
金
）

　
場
所
／
安
房
神
社
。

　
日
時
／
７
月
15
日
（
日
）
午
前

９
時
～
午
後
３
時

　
場
所
／
北
条
海
岸

　

日
時
／
７
月
16
日（
月
・
祝
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
場
所
／
北
条
海
岸

　

日
時
／
７
月
29
日
（
日
）
午
後

１
時
～
午
後
４
時

　

場
所
／
堂
の
下
海
岸
（
船
形
）

か
ら
北
条
桟
橋

　
日
時
／
８
月
４
日
（
土
）
午
後

４
時
～
午
後
８
時
45
分

　
場
所
／
京
葉
銀
行
館
山
支
店
駐

車
場

　
日
時
／
８
月
５
日
（
日
）
午
後

４
時
～
午
後
９
時

　
場
所
／
東
京
電
力
駐
車
場

　

日
時
／
８
月
８
日
（
水
）
午

後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
45
分

（
荒
天
の
場
合
９
日
ま
た
は
10
日

に
延
期
）

　
場
所
／
北
条
、
新
井
海
岸

※
館
山
湾
で
は
、「
自
衛
隊
護
衛

艦
電
灯
艦
飾
」
と
「
に
っ
ぽ
ん

丸
満
船
飾
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
臨
時
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

上
り
館
山
発
午
後
９
時
25
分
の

木
更
津
行
き
、下
り
館
山
発
午
後

９
時
30
分
千
倉
行
き
が
安
房
鴨

川
ま
で
延
長（
８
月
８
日
の
み
）。

※
船
舶
で
見
物
す
る
場
合
は
、

船
舶
同
士
の
接
触
な
ど
に
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
８
月
８
日（
水
）～
９
日

（
木
）午
後
７
時
～
午
後
９
時
30
分

　
場
所
／
那
古
山

　
期
日
／
８
月
９
日
（
木
）

　
場
所
／
那
古
寺

　

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
℡
22―

３
３
４
６
）

館
山
湾
花
火
大
会

鏡
ケ
浦
横
断
遠
泳
大
会

那
古
観
音
四
万
六
千
日

那
古
納
涼
歌
謡
シ
ョ
ー

祭

礼

電
光
ひ
か
り
大
文
字

船
形
地
区
祭
礼

館
山
地
区
祭
礼

安
房
神
社
例
祭

長
須
賀
納
涼
露
店
市

第
11
回
館
山
オ
ー
プ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス

第
24
回
銀
座
ま
つ
り

　
　
　
〝
ふ
れ
あ
い
の
街
〟

Ｏ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ

ン
２
０
０
７
館
山

館
山
観
光
ま
つ
り

那
古
地
区
祭
礼

※
各
行
事
の
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

館
山
自
動
車
道
全
線
開
通
記
念

せら知お
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2007 Flamenco 
　　in Tateyama

◎花火とフラメンコ
日時／ 8 月 8 日（水）18:30 ～ 20:45
会場／北条海岸仮設舞台　( 館山シーサイドホテル前広
場 )
※花火大会が 9 日または 10 日に順延の場合、花火大会
開催　日に実施。

　今年もフラメンコの季節がやってきました。13 回目
を迎える全国大学フラメンコフェスティバルを中心に、
全国から集う学生の踊りを、市内各所で観ることができ
ます。
　問合せ／生涯学習課（℡ 22 － 3698）

◎フラメンコ in 南パラ
日時／ 8 月 10 日（金）18:00 ～ 19:00  
会場／南房パラダイス入口広場
※花火大会延期の場合変更あり。

◎第 13回全国大学フラメンコフェスティバ
ル
日時／８月 12 日（日）開場　13:30　開演　14:00
会場／南総文化ホール大ホール（入場無料／要整理券）

◎フラメンコ in アクシオン
日 時 ／ 8 月 9 日（ 木 ）17:30 ～
18:00  
会場／ホテルアクシオン館山パティオ

　

全
国
か
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好

家
が
館
山
に
集
ま
る
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

の
祭
典
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
館
山
」。
プ
ロ
の

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
演
奏
や
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店

も
多
数
あ
り
、
楽
し
み
方
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
終
了
後
、
花
火
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

第
６
回

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
館
山

　館山地区青年会連合会広報委員会では、昨年
に引き続き８月１・２日に開催される「館山の
まつり」のチラシを館山地区祭礼当番区の協力
を得て作成しました。
　チラシには、祭りの見どころやルートマップ
が掲載されており、館山駅東口の観光案内所な
どで配布しています。

◎アセ・ムーチョ・カロール
日時／８月 12 日（日）17:00 ～ 21:00
会場／南総文化ホール芝生広場

◎フレスポンOBOG公演「Lucespon ～卒
業生公演～」
日時／８月 11 日（土）開場　18:30　開演　19:00
会場／南総文化ホール大ホール

　
日
時
／
８
月
17
日（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
７
時
40
分

※
花
火
大
会
は
午
後
８
時
～
午

後
９
時

　

会
場
／
館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
（
入
園
料
無
料
）

　

主
催
／
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
館
山
実
行
委
員

会
　

問
合
せ
／
実
行
委
員
会
運
営

事
務
局
（
℡
29―

１
１
１
５
）

▲昨年のハワイアンフェスティバル

「館山のまつり」チラシが完成

だん暖たてやま ３

せら知お



広
域
連
携
に
よ
る

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　

首
都
圏
で
は
初
の
試
み
と
し

て
開
催
さ
れ
た
「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
と
千
葉
県
、
市

町
村
、
観
光
事
業
者
の
３
者
が

一
体
と
な
っ
て
、
今
年
２
月
～

４
月
の
早
春
期
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

館
山
市
で
は
、
２
月
３
日
に

城
山
公
園
を
会
場
に
「
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
か
れ
、
実
質
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
ス
タ
ー
ト
。
序
盤
に
は
南

総
里
見
八
犬
伝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
さ
と
み
朝
市
、
Ｓ
Ｌ
南
房
総

ち
ば
Ｄ
Ｃ
へ
の
取
組
・
成
果

ち
ば
Ｄ
Ｃ
を
契
機
に
開
発
さ
れ

た
観
光
サ
ー
ビ
ス
・
旅
行
商
品

ち
ば
Ｄ
Ｃ
効
果　
観
光
・
宿
泊
施
設
と
も
増

号
の
運
行
な
ど
華
や
か
な
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
。
さ
ら
に
期
間
中

の
４
月
い
っ
ぱ
い
に
わ
た
っ
て

各
種
団
体
が
多
彩
な
ツ
ア
ー
な

ど
を
企
画
し
、
誘
客
に
努
め
ま

し
た
。

　

館
山
市
が
独
自
に
行
っ
た
調

査
で
は
、
観
光
施
設
（
23
箇
所
）

の
総
計
で
41
万
５
千
636
人
、
前

年
対
比
で
９
％
の
増
加
。
宿
泊

施
設
（
111
箇
所
）
で
は
、
総
計

で
12
万
９
千
22
人
、
前
年
対
比

で
17
・
９
％
増
の
入
込
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
へ
大
き
な
一
歩

　
今
年
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
県
内
で
展
開
さ
れ
た
、
全
国
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ち
ば
Ｄ
Ｃ
）」。
そ
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
商
工
観
光
課
・
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
（
℡
22―

２
５
３
０
）

　

館
山
市
観
光
協
会
で
は
、
ち

ば
Ｄ
Ｃ
を
契
機
に
「
里
見
の
ま

ち
・
手
ぶ
ら
で
観
光
サ
ー
ビ
ス
」

や
商
工
分
野
と
の
連
携
に
よ
る

「
春
の
た
て
や
ま
・
ま
る
ご
と

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
宿
泊
特
典

と
し
て
実
施
。
館
山
鮨
商
組
合

と
の
連
携
に
よ
る
「
鮨
ぐ
る
め

マ
ッ
プ
」
で
は
、
Ｓ
Ｌ
運
行
に

お
け
る
Ｊ
Ｒ
と
の
旅
行
商
品
化
、

地
元
な
ら
で
は
の
食
情
報
と
し

て
観
光
客
に
大
き
な
反
響
を
呼

び
ま
し
た
。

　

館
山
温
泉
組
合
に
よ
る
「
湯

の
ま
ち
め
ぐ
り
手
形
」
は
、
温

泉
と
食
事
、
体
験
観
光
を
組
み

合
わ
せ
た
周
遊
観
光
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
手
形
と
し
て
開
発

さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ば
Ｄ
Ｃ
で
は
、
Ｊ
Ｒ
千
葉

支
社
、館
山
市
観
光
協
会
、市
民・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
り
、
里

見
八
犬
伝
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ

る
バ
ス
ツ
ア
ー
「
南
総
里
見
八

犬
伝
ロ
マ
ン
紀
行
」、
地
域
に
伝

わ
る
神
話
や
民
話
を
題
材
と
す

る
「
語
り
部
と
行
く
・
南
房
総

ふ
る
さ
と
紀
行
」
な
ど
、
着
地

型
旅
行
商
品
の
開
発
・
実
践
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
魅
力
を
語

り
継
ぐ
活
動
は
、
人
と
人
、
人

と
地
域
を
結
ぶ
交
流
活
動
と
し

て
、
今
後
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
「
地
域
の
魅
力
を
伝

え
る
」
活
動
と
し
て
、
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
商
店
街
等
と
の
連

携
に
よ
る
「
ま
ち
か
ど
ミ
ニ
博

物
館
」
や
農
漁
業
者
の
連
携
に

よ
る
「
さ
と
み
朝
市
」
な
ど
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
へ
の
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。
館
山
市
で

は
５
年
ぶ
り
と
な
る
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
「
八
犬
伝
ロ
マ
ン
紀

行
ハ
イ
キ
ン
グ
」
で
は
、
県
内

外
か
ら
千
二
百
五
十
人
の
参
加

を
得
ま
し
た
。
市
民
ガ
イ
ド
と

し
て
、
85
人
の
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ

フ
が
来
訪
者
を
迎
え
入
れ
、コ
ー

ス
の
設
定
等
、
参
加
者
か
ら
高

い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

館
山
市
で
は
、
ち
ば
Ｄ
Ｃ
の

成
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、

観
光
協
会
、
交
通
事
業
者
、
農

漁
業
者
、
商
工
業
者
、
市
民
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
来
年
１
月
～
３
月
に
は

南
房
総
地
域
に
よ
る
広
域
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
創
出
に
貢
献

　
　
語
り
部
「
さ
く
ら
貝
」 

関
東
運
輸
局
長
表
彰
を
受
賞

　
地
域
の
民
話
や
神
話
、
史
実

な
ど
を
語
り
伝
え
る
活
動
を
続

け
て
い
る
語
り
部「
さ
く
ら
貝
」

（
松
苗
禮
子
代
表
）
が
、
先
月

８
日
、
国
土
交
通
省
関
東
運
輸

局
長
か
ら
観
光
功
労
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
ち
ば
Ｄ
Ｃ
で
は
「
語
り
部
と

行
く
・
南
房
総
ふ
る
さ
と
紀
行
」

な
ど
広
域
周
遊
型
の
ツ
ア
ー

を
企
画
開
発
。
観
光
産
業
と
連

携
し
た
宿
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
語

り
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
魅
力

創
出
や
誘
客
に
貢
献
し
た
こ
と

が
、
先
見
的
な
取
り
組
み
と
し

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
貝
代
表
の
松
苗
さ
ん

は
「
語
る
こ
と
が
楽
し
い
と
い

う
、
い
い
仲
間
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
民
話
や
神
話

な
ど
の
語
り
を
通
じ
て
、
地
域

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 1250人が参加、駅からハイキング

▲関東運輸局長表彰を市長に報告

平成 19年７月 15日 ４
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　6月 23、24日、北条海岸を会場に「オーシャンフェスタ館山」
が開催されました。

今
夏
の
大
型
客
船
寄
港
の
第
一
陣　

チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
船
「
ふ
じ
丸
」
初
寄
港

　

６
月
16
日
、
市
立
博
物
館
を

会
場
に
、
南
総
文
化
ホ
ー
ル
主

催
の
ハ
ー
プ
演
奏
会
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
で
演
奏
を
聴
く
機
会
の
少

な
い
ハ
ー
プ
。
松
岡
み
や
び
さ

ん
の
演
奏
会
に
、
募
集
を
上
回

る
75
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
岡
さ
ん
は
楽
器
や
曲
の
説

明
を
交
え
、
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ

レ
ー
ス
や
ジ
ュ
ピ
タ
ー
な
ど
お

な
じ
み
の
曲
を
演
奏
。
参
加
者

は
ハ
ー
プ
の
音
色
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

演
奏
会
終
了
後
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
演
奏
体
験
。
参
加

６
月
17
日
（
日
）、「
ふ
じ
丸
」

（
日
本
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
㈱

所
有
）
が
、
館
山
港
に
初
寄
港

し
ま
し
た
、

今
回
の
寄
港
は
、
東
京
の
旅

行
社
が
『「
ふ
じ
丸
」
で
航
く　

横
浜
発
着
初
夏
の
館
山
ワ
ン
ナ

イ
ト
』
と
し
て
、
船
内
の
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
と
館
山
で
の
観
光

を
セ
ッ
ト
で
企
画
し
た
も
の
で

す
。館

山
港
初
寄
港
の
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
は
船
内
で
行
わ
れ
、
全

国
学
生
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟
に
よ

る
フ
ラ
メ
ン
コ
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
時
に
館
山
市

観
光
協
会
に
よ
る
臨
時
の
観
光

案
内
所
も
設
け
ら
れ
、
館
山
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
何
度

も
館
山
を
訪
れ
て
い
る
乗
船
客

オーシャンフェスタ館山
「砂浜のＫ―１」

アスリートも子どもも真剣勝負！

が
、
ご
一
緒
の
友
人
に
館
山
の

見
所
を
説
明
す
る
光
景
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

館
山
港
入
港
後
は
、
び
わ

狩
り
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
人
や
個
人
で

市
内
観
光
に
出
か
け
た
人
な
ど
、

大
勢
の
人
が
初
夏
の
館
山
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
館
山
港
耐
震
強
化
岸

壁
で
は
地
場
産
品
の
販
売
ブ
ー

ス
で
お
土
産
品
を
購
入
す
る
な

ど
、
最
後
ま
で
館
山
を
満
喫
し

気
分
は
私
も
ハ
ー
ピ
ス
ト

ハ
ー
プ
の
音
色
＆
演
奏
を
堪
能

ビーチフラッグス競技が行われ、１本の旗（チューブ）を巡る
真剣勝負に観客から大きな声援が送られました。また、水の安
全クリニックでは、オリンピック銅メダリストの中尾美樹さん
からクイズ形式で海での注意事項を教わった後、みんなで海へ。
今年初めての海を楽しみました。

　同フェスタは市内の海水浴場の
監視業務を行っている「館山サー
フクラブ」が、こどもから大人ま
で気軽に参加でき、自然・海・ス
ポーツの楽しさ、厳しさを感じる
ことができるイベントとして開催
したものです。
　23 日には子どもたちによる

熱い戦いビーチフラッグス

　24 日にはライフセービング
やカヌー競技のトップアスリー
トたちが集結。個人レース、チー
ムレースに熱い戦いを繰り広げ
ました。走って、泳いで、漕ぐ、
過酷なレースを制したのは館山
サーフクラブ。協賛スポンサー
から賞品としてオーストラリア
往復航空券が贈られました。▲トップアスリートの競演

▲私の演奏上手でしょ？

者
は
松
岡
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
、簡
単
な
曲
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
触
っ
た
け
ど
思
っ
た

よ
り
弾
け
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ

う
に
話
す
子
ど
も
も
。

　
参
加
者
を
ハ
ー
プ
の
と
り
こ
に

し
て
演
奏
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

▲館山湾に停泊するふじ丸

て
い
ま
し
た
。

こ
の
夏
、館
山
港
に
は
、に
っ

ぽ
ん
丸
（
８
月
８
日
）、
ぱ
し

ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
（
８
月
26

日
）
の
寄
港
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

だん暖たてやま ５

せら知お



　

老
人
医
療
の
対
象
者
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、

申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
認
定

証
が
８
月
か
ら
切
り
替
え
に
な

り
ま
す
。
世
帯
全
員
が
本
年
度

の
住
民
税
非
課
税
の
場
合
は
、

認
定
申
請
書
を
改
め
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
入
院
し
て

い
る
場
合
な
ど
に
食
事
代
な
ど

の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
老
人
医
療
受
給
者
と
高

齢
受
給
者
は
、
一
部
負
担
金
の

軽
減
措
置
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
は
１

割
）」
ま
た
は
、「
３
割
」
の
い

ず
れ
か
の
表
示
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
に
か
か
る
際
の
負

担
割
合
は
、
住
民
税
課
税
所
得

の
額
に
よ
り
２
割
（
平
成
20
年

３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）
ま
た

は
３
割
を
判
定
し
ま
す
。
負
担

割
合
が
３
割
の
人
で
も
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
２
割
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
70
歳
以
上
の
人
が
１
人
の
世

帯
で
、
高
齢
者
の
平
成
18
年
中

の
収
入
が

383
万
円
未
満
の
と
き

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

（
老
人
医
療
対
象
者
を
除
く
）へ
、

今
月
下
旬
に
新
し
い
「
国
民
健

康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
送

付
し
ま
す
。
現
在
使
用
し
て
い

る
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
で
す
。
８
月
以
降
に
医

療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
新

し
い
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

健
康
保
険
法
な
ど
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、

医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合

が
原
則
１
割
か
ら
２
割
へ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

新
し
い
受
給
者
証
も
「
２
割

　

75
歳
以
上
の
老
人
保
健
の
医

療
受
給
者
で
、
負
担
割
合
が
変

更
と
な
る
人
に
は
、
今
月
末
に

新
し
い
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
送
付
し
ま
す
。

　

８
月
か
ら
医
療
機
関
に
か
か

る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
受
給

　70 歳未満の人が入院した場合に、
医療機関の窓口での支払額が自己負
担限度額になる「国民健康保険限度
額適用認定証」も７月 31 日で有効
期限が切れます。引き続き認定証が
必要な人は、改めて保険証と印鑑を
持参し、保険給付課へ申請してくだ
さい。
　この認定証は、通常３割負担とな
る入院時の窓口負担を、自己負担限
度額に抑えるものです。今まで申請
により還付された高額療養費を、市
が直接医療機関からの請求により支
払うことで、被保険者の窓口負担が
軽減されます。

70
歳
～
74
歳
の
国
保
被
保
険
者

高
齢
受
給
者
証
を
更
新負

担
割
合
を
変
更

②
同
一
世
帯
内
に
70
歳
以
上
の

人
が
２
人
以
上
い
る
場
合
で
、

高
齢
者
の
平
成
18
年
中
の
合
計

収
入
が

520
万
円
未
満
の
と
き

　

こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
保
険
証
、
印
鑑
、
平

成
18
年
中
の
所
得
の
わ
か
る
も

の
（
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）

を
持
参
し
、
保
険
給
付
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
で
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る
人
に

新
し
い
老
人
医
療
受
給
者
証
を
送
付

者
証
を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

負
担
割
合
に
変
更
の
無
い
人

は
、
今
ま
で
の
１
割
ま
た
は
３

割
の
受
給
者
証
を
引
き
続
き
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

限度額適用認定証を更新

( 注 1) 同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける人の場合は世帯　
　 の全員）が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）
( 注 2) 同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける人の場合は世帯　
　 の全員）が住民税非課税で、その世帯の判定対象者の各所得が必要経費・控除    
　  （年金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差し引いたときに 0 円となる人。

▼入院時の食事代

・一般（下記以外の人）
区　　　   分 1 食当たり食事

・住民税非課税世帯
・低所得Ⅱ ( 注 1)

90 日までの入院
90日を越える入院(過去12ヵ月の入院日数)

・低所得Ⅰ ( 注 2)

260 円
210 円
160 円
100 円

減
額
認
定
は

　
　
申
請
し
て
！

国民健康保険に関する問
合せは、保険給付課（℡
22 － 3428）まで

平成 19 年７月 15 日 ６

せら知お



　

７
月
か
ら
市
民
課
の
窓
口
を

改
善
し
、
比
較
的
時
間
を
要
す

る
届
書
関
係
と
、
比
較
的
短
時

間
で
交
付
可
能
な
住
民
票
・
印

鑑
証
明
書
交
付
専
用
窓
口
を
分

散
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
か
ら
、
窓
口

で
の
待
ち
時
間
が
長
く
、
簡
単

な
証
明
関
係
も
相
当
な
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
処
理
を
迅

速
に
し
丁
寧
で
親
切
な
応
対
を

徹
底
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
混
雑
緩

市
民
課
窓
口
業
務
を
改
善

混
雑
緩
和
対
策
を
実
施

中庭
階
段

①

③交付窓口

市民課

和
対
策
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
玄
関
正
面
の
総
合
案

内
を
市
民
課
寄
り
に
移
動
し
、

市
民
課
受
付
と
合
体
さ
せ
、
市

民
課
業
務
と
合
わ
せ
た
案
内
業

務
職
員
を
配
置
し
ま
す
。
混
雑

時
は
、
市
民
課
全
職
員
が
窓
口

対
応
を
行
い
、
短
時
間
処
理
を

徹
底
し
、
待
ち
時
間
を
減
少
さ

せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

問
合
せ
／
市
民
課
（
℡
22―

３
４
１
４
）

待合コーナー

窓口で受付ける内容／
①住民票・印鑑証明・（総合案内含む）
②戸籍謄本・抄本、転入・転出・住所変更、国保・国
民　年金、その他証明
③戸籍届関係（婚姻届・出生届・死亡届など）

正面玄関
キャッシュ
コーナー

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の

施
設
の
管
理
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
効
率
的
な
管
理
運
営

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。
市
は
、
福
祉
作
業
所
、

弓
道
場
、
弓
道
遠
的
射
場
の
３

施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
ま
す
。

　

４
月
に
指
定
管
理
を
希
望
す

る
団
体
を
募
集
し
、
選
考
の
結

果
、
次
の
団
体
が
指
定
管
理
者

に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

団
体
は
、
10
月
１
日
か
ら
指
定

管
理
者
と
し
て
施
設
の
管
理
運

３
施
設
の
指
定
管
理
者
決
ま
る

福
祉
作
業
所
・
弓
道
場
・
弓
道
遠
的
射
場

営
全
般
を
行
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
、
指
定
管
理

者
に
管
理
運
営
を
ゆ
だ
ね
る
こ

と
が
適
当
な
施
設
に
つ
い
て
、

導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
指
定
管
理
者
】

　

福
祉
作
業
所
／
社
会
福
祉
法

人
安
房
広
域
福
祉
会

　

弓
道
場
・
弓
道
遠
的
射
場
／

館
山
市
弓
道
会

　

問
合
せ
／
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
は
行
革
財
政
課
（
℡

22―
３
２
３
５
）、
福
祉
作
業
所

に
つ
い
て
は
福
祉
課
（
℡
22―

▲福祉作業所

▲市民課の受付カウンター
　

市
は
、
昨
年
度
に
公
共
下
水

道
枝
線
管
渠
布
設
工
事
を
行
っ

た
島
田
土
木
（
株
）
と
（
株
）

岡
部
建
設
の
２
社
を
平
成
18
年

度
館
山
市
優
良
建
設
業
者
と
し

て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
建
設
業
者
の
施
工

技
術
の
向
上
と
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
13
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
18
年

度
に
完
成
し
た
建
設
工
事
82
件

を
施
工
し
た
40
社
の
内
、
市
が

定
め
た
表
彰
条
件
を
満
た
す
も

優
良
建
設
業
者
２
社
を
表
彰

の
の
中
か
ら
、
選
考
会
で
の
審

査
を
経
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
島
田
土
木

（
株
）
の
小
澤
代
表
は
、「
こ
れ

か
ら
も
、
社
員
一
同
努
力
し
て

い
き
ま
す
」、
岡
部
建
設
（
株
）

の
千
原
代
表
は
「
安
全
第
一
で
、

完
成
度
の
高
い
工
事
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

問
合
せ
／
管
財
契
約
課
（
℡

22―

３
２
９
６
）

下
水
道
工
事
で
島
田
土
木
（
株
）
と
岡
部
建
設
（
株
）

３
４
９
２
）、
弓
道
場
・
弓
道
遠

的
射
場
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ

課
（
℡
22―

３
６
９
６
）

②

だん暖たてやま ７
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息
子
や
夫
に
な
り
す
ま
し
、

警
察
官
役
や
弁
護
士
役
を
代
わ

る
代
わ
る
電
話
口
に
出
し
、
横

領
金
の
補
て
ん
、
痴
漢
の
示
談

金
な
ど
を
名
目
に
現
金
の
振
り

込
み
を
要
求
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
オ
レ
オ
レ
（
振
り
込
め
）
詐
欺
」

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

犯
人
が
孫
や
息
子
を
装
い
電

話
を
か
け
、
携
帯
電
話
番
号
が

「
変
わ
っ
た
」
ま
た
は
「
無
く
し

た
」
な
ど
と
言
っ
て
言
葉
巧
み

に
信
用
さ
せ
、
後
日
再
度
電
話

を
入
れ
犯
行
に
及
ぶ
と
い
っ
た

手
口
で
す
。

建
設
環
境
部
長
・
建
設
環
境

部
建
設
課
長
事
務
取
扱
（
建

設
課
長
・
昇
格
）
松
坂
隆
雄

▽
建
設
環
境
部
参
事
（
建
設

環
境
部
長
）
嶋
田
範
夫

館
山
市
人
事
（
７
月
１
日
）

①
横
領
金
の
補
て
ん　
【
例
】
株

で
損
失
を
出
し
て
し
ま
い
、
そ

の
穴
埋
め
に
会
社
の
金
を
使
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
。

②
借
金
の
返
済　
【
例
】
連
帯
保

証
人
に
な
っ
た
が
、
金
を
借
り

た
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
代
わ
り
に
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

③
痴
漢
の
示
談
金　
【
例
】
息
子

や
夫
が
痴
漢
を
し
て
逮
捕
さ
れ
、

相
手
が
示
談
し
た
い
と
言
っ
て

い
る
。

①
本
当
に
家
族
か
ら
の
電
話
か

確
認
す
る
。

②
本
人
に
確
認
す
る
ま
で
は
、

お
金
は
振
り
込
ま
な
い
。

③
振
り
込
む
前
に
必
ず
家
族
や

警
察
に
相
談
す
る
。

　

５
月
下
旬
か
ら
、
ハ
ガ
キ
で

財
務
省
管
轄
支
局
民
事
訴
訟
管

理
事
務
所
と
称
し
、「
刑
事
・
民

事
訴
訟
最
終
告
知
通
達
書
」「
債

務
回
収
民
事
訴
訟
最
終
告
知
通

達
書
」
の
表
題
で
振
り
込
め
詐

欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

館
山
警
察
署
で
は
、
各
町
内

会
の
会
合
な
ど
に
出
向
い
て
防

犯
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
館
山
警
察
署
生
活

安
全
課
（
℡
23―

０
１
１
０
）、

警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
（
℡

043―

227―

９
１
１
０

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
）

最
近
の
傾
向
は
？

振
り
込
み
要
求
ベ
ス
ト
３

被
害
防
止
の
３
原
則

　

７
月
20
日
（
金
）
か
ら
７
月

31
日
（
火
）
ま
で
、「
油
断
せ
ず

　

い
つ
も
心
に　

初
心
者
マ
ー

ク
」、「
自
転
車
も　

ハ
ン
ド
ル

握
れ
ば　

ド
ラ
イ
バ
ー
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
夏
の
交
通
事
故

防
止
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

夏
休
み
に
入
っ
た
子
ど
も
た

　

楽
し
い
花
火
も
一
つ
間
違
え

る
と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
花
火
を
す
る
と
き
は
次

の
こ
と
を
守
り
、
安
全
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

を
よ
く
読
ん
で
、
必
ず
守
り
ま

し
ょ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ

う
に
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
手
持
ち
の
つ
つ
花
火
は
、
手

の
位
置
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊

び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。

⑦
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に

火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑧
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法

で
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
花
火
遊
び
が
終
わ
っ
た
ら
、

ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

　

問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本

部
（
℡
22―

２
２
３
４
）

ち
が
開
放
感
か
ら
誘
発
さ
れ
る

事
故
や
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の

交
通
量
増
加
に
伴
う
事
故
の
発

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
ゆ
と
り
の
あ

る
運
転
を
心
が
け
、
一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

重
点
目
標
／
①
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
。
②
自

転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
と
自

動
二
輪
な
ど
に
対
す
る
交
通
事

故
防
止
。
③
飲
酒
運
転
の
根
絶

と
速
度
超
過
な
ど
悪
質
・
危
険

な
運
転
の
防
止
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
℡

22―

３
４
４
２
）

夏
の
交
通
安
全
運
動

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺
多
発
中
！

振
り
込
む
前
に
ま
ず
確
認
を
！

平成 19 年７月 15 日 ８

せら知お



  　　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
各
農
家
が
適
切
に
処
理
す

る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
野
焼
き
や
山
林
な
ど
へ

投
棄
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

館
山
市
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対

策
協
議
会
は
、
農
業
用
の
使
用

済
み
ハ
ウ
ス
被
覆
材
（
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
）

の
回
収
を
行
い
ま
す
。
回
収
を

希
望
す
る
人
は
、
所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
回

収
日
の
７
日
前
ま
で
に
Ｊ
Ａ
安

房
の
各
支
店
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
処
理
費
用
は
、概
ね
軽
ト
ラ
ッ

ク
１
台
で

500
円
か
ら
千
円
程
度

で
、
回
収
日
に
徴
収
し
ま
す
。

積
み
込
み
は
、
待
機
し
て
い
る

車
両
に
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
注
意
／
①
農
ビ
（
０・
05
ミ
リ
、

０・
０
75
ミ
リ
、
０・
１
ミ
リ
以

上
に
分
別
）
と
農
ポ
リ
は
区
別

廃
プ
ラ
・
ハ
ウ
ス
被
覆
材
を
回
収

▼廃プラスチック回収の日程

農
業
用

　
8 月 2 日（木）

8 月 21 日（火）

13:30 ～ 13:45

13:30 ～ 13:45

13:30 ～ 13:45

14:30 ～ 14:45

　　場　　所

JA 安房神戸支店

旧 JA 安房西岬支店

JA 安房豊房支店

JA 安房館野支店

日　 　程

し
て
梱
包
し
、
劣
化
の
著
し
い

も
の
は
土
を
よ
く
落
と
し
て
く

だ
さ
い
。
②
肥
料
袋
・
マ
ル
チ
・

潅
水
チ
ュ
ー
ブ
も
回
収
し
ま
す

が
、
同
材
質
で
梱
包
し
て
く
だ

さ
い
。
③
フ
ッ
素
系
、
硬
質
フ
ィ

ル
ム
、
育
苗
箱
、
糸
入
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
、
塩
ビ
管
な
ど
は
対
象

外
で
す
。
④
石
、
金
属
、
竹
片
、

木
片
な
ど
は
混
入
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
⑤
結
束
は
、
梱
包
し

た
荷
の
一
部
を
使
用
し
、
針
金

な
ど
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
農
水
産
課
（
℡
22

―

３
３
９
６
）

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券
」

を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担

額
は
、
保
護
者
の
世
帯
の
住
民

税
額
に
よ
っ
て
新
た
に
定
め
ま

し
た
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
券

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

８
月
か
ら
は
、
新
た
に
送
付
さ

れ
た
受
給
券
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
期
限
の
切
れ
た

受
給
券
は
、
こ
ど
も
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

メ
タ
ボ
撃
退
講
座

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
放
置
し
て
お
く
と
、
や
が

て
は
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
へ
と
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

体
重
を
減
ら
し
た
い
人
、
血

糖
値
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中

性
脂
肪
を
減
ら
し
た
い
人
、
血

圧
を
下
げ
た
い
人
は
、「
メ
タ
ボ

撃
退
講
座
」
に
参
加
し
て
、
日

頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
メ

タ
ボ
脱
出
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

仕
事
な
ど
で
２
回
目
以
降
の

講
座
に
参
加
で
き
な
い
人
は
、

自
立
コ
ー
ス
で
保
健
師
と
栄
養

士
が
目
標
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
し

継続参加

9 ～ 11 月 頃 ま で
月 1 回 程 度 の サ
ポート。目標を達
成するための取組
状 況 を 電 話 で 伺
い、実践・継続を
サポートします。

できない人は
▼自立コース

① 8 月 28 日 ( 火 )
13:00 ～ 16:00

①講演『メタボリックシンドローム
と生活習慣病予防』
　九重鈴木医院　鈴木由美子先生
②見直そう！食生活（間食編）
③健康運動指導士による「メタボ撃
退のための運動」
④個別相談（体重・腹囲測定、自己
目標の設定）

▼メタボ撃退講座の日程と内容

ま
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　

場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

対
象
／
64
歳
以
下
の
人
で
次

の
条
件
を
満
た
す
人
。

○
体
格
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
25
以

上
の
肥
満
の
人

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
㎏
）
÷
身
長

（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
）

　
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）　

　
申
込
期
間
／
７
月
30
日(

月)

～
８
月
８
日(

水)

　

問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
課

（
℡
23―

３
１
１
３
）

② 9 月 26 日 ( 水 )
13:00 ～ 16:00

③ 10 月 3 日 ( 水 )
9:00 ～ 12:00
④ 11 月 27 日

( 火 )
9:00 ～ 12:00

見直そう！食生活
（基本編と実践編）
見直そう！食生活

（応用編）
臨床心理士による

「長く続けていくコ
ツ」、修了式

できる人は
▼継続コース

日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
メ
タ
ボ
脱
出

乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券
を
送
付

　

保
護
者
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
、
世
帯
構
成
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
ど
も

課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
（
℡
22

―

３
４
９
６
）

だん暖たてやま ９

せら知お



乳
が
ん
検
診

　
本
年
度
か
ら
、
40
歳
、
50
歳
、

60
歳
お
よ
び
70
歳
の
人
を
対
象

に
、
歯
周
疾
患
検
診
を
行
い
ま

す
。
ま
だ
申
込
ん
で
い
な
い
人

は
、
電
話
で
申
込
み
を
受
付
け

て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
歯
垢
や
歯
石
が

原
因
で
、歯
ぐ
き
に
炎
症（
腫
れ
、

出
血
）
が
起
こ
り
、
歯
を
支
え

て
い
る
骨
が
や
せ
、
歯
が
病
的

に
動
い
た
り
抜
け
た
り
す
る
生

活
習
慣
病
で
す
。
人
が
歯
を
失

う
大
き
な
原
因
は
、「
虫
歯
」
と

「
歯
周
病
」
で
す
。
食
べ
る
こ
と

は
、
生
き
る
こ
と
の
基
本
で
あ

り
、
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
は
人

新
た
に
歯
周
疾
患
検
診
始
ま
る

日
の
午
後
）
安
房
医
師
会
病
院

　
◎
９
月
20
日
～
11
月
１
日（
月

曜
日
午
後
、木
曜
日
午
前・午
後
）

館
山
病
院　

◎
10
月
11
日
～
11

月
２
日
（
月
・
木
・
金
・
土
曜

日
の
午
後
）
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
祭
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

子
宮
が
ん
検
診
と
合
わ
せ
て
受

診
で
き
ま
せ
ん
。　

　

料
金
／
超
音
波
検
査

900
円
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
１
千

100

円
。
生
活
保
護
世
帯
の
人
（
証

明
書
が
必
要
）
は
無
料
で
す
。

※
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
受
診
す

生
の
生
き
が
い
に
も
な
り
ま
す
。

一
生
自
分
の
歯
で
楽
し
く
食
事

が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
検
診

を
き
っ
か
け
に
、
定
期
的
に
検

診
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

対
象
／
昭
和
42
・
32
・
22
・

12
年
生
ま
れ
の
人

　

検
診
項
目
／
主
に
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
（
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

の
溝
）
を
診
査
し
、
出
血
や
歯

石
の
有
無
、
歯
ぐ
き
の
腫
れ
、

歯
槽
骨
（
歯
を
支
え
て
い
る
骨
）

の
状
況
を
調
べ
ま
す
。
ま
た
、

口
腔
清
掃
状
況
に
つ
い
て
も
診

査
、
判
定
し
ま
す
。

　
検
診
期
間
／
９
月
１
日
（
土
）

～
10
月
31
日
（
水
）

　
料
金
／
１
千

200
円

※
生
活
保
護
世
帯
（
証
明
書
が

必
要
）
の
人
は
無
料
。

　

市
内
実
施
医
療
機
関
／
青
山

歯
科
医
院
、
池
田
歯
科
医
院
、

太
田
歯
科
医
院
、
金
子
歯
科
医

院
、
観
音
寺
歯
科
診
療
所
、
佐
々

木
歯
科
、
歯
科
北
條
診
療
所
、

友
野
歯
科
医
院
、
ハ
マ
ダ
歯
科

医
院
、
林
歯
科
医
院
、
三
浦
歯

科
医
院
、
本
橋
歯
科
医
院
、
森

歯
科
医
院
、
吉
川
歯
科
医
院
、

和
田
歯
科
医
院

※
安
房
管
内
の
他
の
医
療
機
関

で
も
受
診
で
き
ま
す
。

　
締
切
／
８
月
７
日
（
火
）

　

問
合
せ
／
健
康
課
（
℡
23―

３
１
１
３
）

46
、
44
年
生
（
30
歳
代
の
偶
数

年
生
）
の
女
性
、
昭
和
41
、
39
、

37
、
35
、
33
年
生
（
40
歳
代
の

奇
数
年
生
）
の
女
性

【
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
】

　

対
象
／
40
歳
以
上
の
女
性
で

偶
数
年
生
ま
れ
の
人
（
昭
和
42
、

40
、
38
・
・
・
年
生
）

　

検
診
期
間
・
会
場
／
◎
９
月

18
日
～
11
月
２
日
（
火
～
金
曜

る
場
合
は
、
検
診
前
に
健
康
課

で
料
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

注
意
事
項
／
超
音
波
検
査
は
、

妊
娠
後
期
お
よ
び
授
乳
中
の
人

は
、
乳
腺
の
張
り
具
合
で
見
づ
ら

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
は
、
妊
娠
の
可
能
性
、

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
豊
胸
術
、

脳
室―

腹
腔
シ
ャ
ン
ト
を
し
て

い
る
人
は
受
診
で
き
な
い
の
で
、

主
治
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
８
月
20
日
（
月
）

　

問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
課

（
℡
23―

３
１
１
３
）　

守ろう！確かめよう！最低賃金

件     名
千葉県最低賃金

調味料製造業※
鉄鋼業
一般機械器具製造業※
電気機械器具※、情報通
信機械器具、電子部品・
デバイス製造業
精密機械器具製造業
各種商品小売業
自動車（新車）小売業

時間額
687 円

775 円
806 円
794 円
791 円

776 円
756 円
786 円

産業別最低賃金が適
用されないすべての
労働者に適用されま
す。
次の労働者には千葉
県最低賃金が適用さ
れます。
・18 歳 未 満 ま た は
65 歳以上の人
・雇入れ後 6 月未満
で技能習得中の人
・清掃または片付け
の業務に主として従
事する人
※印は適用されない
業種があります。

産
業
別
最
低
賃
金

備　　考

問合せ／木更津労働基準監督署（℡ 0438 － 22 － 6165）

　　

乳
が
ん
は
、
日
本
女
性
の
30

人
に
１
人
以
上
が
か
か
る
罹
患

率
の
高
い
病
気
で
す
。
早
期
に

発
見
し
治
療
す
れ
ば
、
約
９
割

が
治
り
ま
す
。
早
期
発
見
の
た

め
に
は
、
自
己
検
診
に
加
え
て

画
像
診
断
に
よ
る
検
診
が
大
切

で
す
。

【
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査
】

　

対
象
／
昭
和
52
、
50
、
48
、
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 ※雨や風の強い日は、巡回を中止するこ
　 とがありますので、ご注意ください。

問合せ／館山市図書館
　　　　　　（℡ 22 － 0701）

純真保育園前

温水プール前

稲原集会所前

崖観音下

光風苑前

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

房南保育園

大田区立館山さざなみ学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

中里ワークホーム

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

安房医師会病院保育所

九重小学校

（九重保育園）

移動図書館「わかしお号」
８月の巡回場所

駐　車　場時　間　 ８月

16

17

21

22

　図書館は、７月 21 日から８月 31 日
まで、月曜日を除き、午後６時まで開
館しています。

いい本あるある !
　

学
童
ク
ラ
ブ
（
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
）
と
は
、
昼
間
保
護
者

が
仕
事
な
ど
で
家
庭
に
い
な
い

場
合
に
、
概
ね
10
歳
未
満
の
小

学
生
に
対
し
、
授
業
の
終
了
後

市
内
７
か
所
に
学
童
ク
ラ
ブ

に
学
校
の
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
な

ど
を
利
用
し
て
適
切
な
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。

　

市
内
に
は
児
童
の
保
護
者
が

運
営
し
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
が

７
か
所
あ
り
ま
す
。

　

児
童
の
入
所
を
募
集
し
て
い

る
ク
ラ
ブ
（
夏
休
み
期
間
中
の

み
の
募
集
も
あ
り
）
や
、
児
童

の
面
倒
を
見
る
指
導
員
を
募
集

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
、
各
学
童
ク
ラ

ブ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
（
℡
22

―

３
４
９
６
）

適
切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供

学童クラブ
船形学童クラブ
那古学童クラブ
北条学童クラブ
館山スマイルクラブ
神戸学童クラブ
豊房学童クラブ
いちごクラブ

場　所
船形小学校
那古小学校
北条小学校
館山小学校
神戸小学校
豊房小学校
館野小学校

問合せ
080 － 3080 － 8417
090 － 4372 － 0441
24 － 0194
090 － 4529 － 0147
080 － 1219 － 3941
090 － 6946 － 3455
090 － 4922 － 9030

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
働
く
自

信
を
な
く
し
た
若
者
の
自
立
を

目
的
と
し
た
３
か
月
の
合
宿
形

式
に
よ
る
「
若
者
自
立
塾
」
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
集
団
生
活
の

中
で
の
生
活
訓
練
、
労
働
体
験

な
ど
を
通
じ
て
、
職
業
人
、
社

会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
能

力
の
獲
得
と
勤
労
観
の
醸
成
を

目
的
に
全
国
30
か
所
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
３
月
末
日
現
在
、

塾
を
修
了
し
た
若
者
１
千
21
人

の
う
ち

567
人
が
就
労
し
ま
し
た
。

若
者
自
立
塾

３
か
月
の
合
宿
で
働
く
自
信
と
意
欲
を
育
て
る

　

千
葉
県
で
は
、
企
業
組
合
労

協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
（
山
武
郡

芝
山
町
、
℡
０
４
７
９―

77―

２
５
６
６
）
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ト
事
務
局
（
市

川
市
、
℡

047―

307―

３
６
７
６
）

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
（
財
）
社
会
経
済

生
産
性
本
部
若
者
自
立
塾
支
援

セ
ン
タ
ー
（
℡
03―

３
４
０
９

―

１
１
７
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jiritsu-juku.

jp

）

10:20 ～ 11:00

11:10 ～ 11:30

13:45 ～ 14:00

14:10 ～ 14:25

10:10 ～ 10:25

10:35 ～ 11:05

11:15 ～ 11:30

13:40 ～ 14:00

 9:50 ～ 10:20

10:35 ～ 11:05

11:15 ～ 11:35

13:25 ～ 13:45

14:00 ～ 14:30

10:20 ～ 11:00

13:20 ～ 13:35

13:45 ～ 14:00

14:10 ～ 14:20

15:00 ～ 15:30
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平成 19 年度　遊ぼう！ 1・2・3 歳児

　北条地区公民館では、親子で楽しめる「遊ぼう！ 1・
2・3 歳児」を開催します。日程は表のとおりです。
　問合せ／北条地区公民館（℡ 24 － 1515）

日　時
7 月 30 日（月）
10:30 ～ 12:00
9 月 30 日（日）
10:30 ～ 12:30
11 月 19 日（月）
10:30 ～ 12:00
12 月 17 日（月）
11:30 ～ 13:00
1 月 27 日（日）
11:30 ～ 13:00
3 月 3 日（月）
11:30 ～ 13:00

場　所
菜の花ホール

中央公園

館山野鳥の森

菜の花ホール

菜の花ホール

菜の花ホール

テーマ
お祭ごっこ

ファミリー運動会

秋の散策と手づく
りクラフト
クリスマス会

おもちつき

楽しいひな祭り

　

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場

で
働
く
人
の
た
め
に
、「
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
」
に
基
づ
き

国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設

業
を
営
む
人

　

対
象
と
な
る
労
働
者
／
建
設

業
の
現
場
で
働
く
人

　
掛
金
／
日
額

310
円

　

特
徴
／
①
経
営
事
項
審
査
で

加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

仕
事
と
家
庭
生
活
、
子
育
て

を
両
立
し
た
い
と
願
い
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て

悩
ん
で
い
る
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
予
約
制
で
す
。
託
児
所
も

あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
／
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
個
別

相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
の
実
施
、

セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
の
実
施
、
そ

の
他
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
提
供
、マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ち
ば
幕
張
ブ
ラ
ン
チ
で

の
求
人
情
報
検
索
、
職
業
紹
介

　

現
在
、
市
の
補
助
金
に
よ
り

運
行
し
て
い
る
廃
止
代
替
バ
ス

「
丸
線
」
と
「
平
群
線
」
の
一
部

区
間
の
路
線
変
更
が
認
可
さ
れ
、

ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
館
山
構
内
へ
乗

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
乗
降
場
所
／
ジ
ャ
ス
コ

西
入
口
前

　

乗
り
入
れ
便
時
刻
表
／
表
の

と
お
り

　

問
合
せ
／
企
画
課
（
℡
22―

３
１
４
７
）

▼丸線・平群線の時刻表（一部抜粋） 丸
線
・
平
群
線
が
ロ
ッ

ク
シ
テ
ィ
へ
乗
り
入
れ

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部

積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。

　

特
徴
／
①
掛
金
の
一
部
を
国

中
退
共
制
度

中
小
企
業
で
働
く
人
の
た
め
の
退
職
金
制
度

働
き
た
い
マ
マ
を
応
援
！

が
補
助
し
ま
す
。
②
掛
金
は
全

額
非
課
税
で
す
。
③
従
業
員
ご

と
の
納
付
状
況
な
ど
を
事
業
主

に
通
知
す
る
た
め
、
管
理
が
簡

単
で
す
。
④
適
格
退
職
年
金
制

度
か
ら
中
退
共
制
度
に
移
行
で

　

問
合
せ
／
〒

261―

０
０
２
６

　

千
葉
市
美
浜
区
幕
張
西
４―

１―

10　

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ　

子
育
て
お
母
さ
ん
再
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
（
℡

043―

273―

４
５
１
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  

http://w
w

w
.

techpyra.jp/

）

き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
℡

03―

３
４
３
６―

０
１
５
１
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
chutaikyo.tai
syokukin.go.jp

）

②
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。
③
掛
金
は
事
業
主
負
担

で
す
が
、
税
法
上
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。
④
事
業
主
が
変

わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を

通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
／
建
退
共
千
葉
支
部

（
℡

043―

246―

７
３
７
９
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.ken-
taikyo
.taisyokukin.go.jp/

）

子
育
て
お
母
さ
ん
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

館山駅
ﾛｯｸｼﾃｨ
館 山

平群線
8:10
8:17

丸線
8:50
8:57

丸線
10:30
10:37

平群線
11:00
11:07

丸線
12:30
12:37

平群線
13:10
13:17

丸線
15:00
15:07

平群線
16:45
16:52

丸線
17:00
17:07

ﾛｯｸｼﾃｨ
館 山
館 山 駅

丸線
8:54

9:00

平群線
10:06

10:12

丸線
10:54

11:00

丸線
12:24

12:30

平群線
12:49

12:55

丸線
14:19

14:25

平群線
15:13

15:19

丸線
16:24

16:30

丸線
18:24

18:30

下り

上り
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エアコンの
温度調節はこ

まめに！

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
外
国
人
と
友
達
に
な
れ
た

１
泊
２
日
の
国
際
キ
ャ
ン
プ
で
異
文
化
体
験

  　

20
歳
の
門
出
を
祝
い
、
成
人

式
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
平
成
20
年
１
月
13
日

（
日
）「
成
人
の
日
」
の
前
日
の

日
曜
日

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　

対
象
者
／
昭
和
62
年
４
月
２

日
～
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

　
参
加
方
法
／
11
月
１
日
現
在
、

 

１
月
13
日
（
日
）
に
成
人
式

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
は
、

11
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
り
ま

す
の
で
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

市
外
へ
転
出
し
た
人
は
、
だ

ん
暖
た
て
や
ま
10
月
15
日
号
で

手
続
き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（
℡

23―

３
１
１
１
）

　

外
国
人
と
の
料
理
づ
く
り
や

グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
じ
て
、
初

歩
的
な
英
会
話
を
学
ん
だ
り
、

外
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、

異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
「
国

際
キ
ャ
ン
プ
」
が
君
津
市
の
清

和
県
民
の
森
ロ
ッ
ジ
村
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
は
、
市
内
の
小

学
５・
６
年
生
の
男
女
17
人
が
参

加
。
３
班
に
分
か
れ
た
児
童
ら

は
、
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
の
出

身
地
の
勉
強
や
料
理
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
出
身
の

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
レ
イ

作
り
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
教
わ
っ

た
船
形
小
６
年
の
野
中
美
里
さ

ん
は
、「
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ハ
ワ
イ

の
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
夕
食
後
は
、
児
童
ら
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
。
国
際
キ
ャ
ン
プ
恒
例
の
マ

シ
ュ
マ
ロ
焼
き
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
参
加
し
た
館
野
小

６
年
の
山
岸
瞳
子
さ
ん
は
、「
去

年
よ
り
外
国
人
と
話
せ
て
う
れ

▲真剣な表情でレイ作り

し
か
っ
た
。
日
本
語
が
良
く
わ

か
ら
な
い
人
と
も
、
知
っ
て
い

る
英
語
で
話
が
通
じ
る
よ
う
に

頑
張
っ
た
の
で
良
い
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

問
合
せ
／
企
画
課
（
℡
22―

３
１
６
３
）

シ
リ
ー
ズ　
環
境
Ｑ
＆
Ａ
⑯

問
合
せ
／
環
境
課
（
℡
22―

３
３
５
４
）

　
　
地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

【
回
答
】
ゴ
ミ
を
き
ち
ん
と
分
別
す
る
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
用
す
る
、
自

動
車
の
使
用
を
控
え
る
、
照
明
器
具
を
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
電
気
や
ガ
ス
、
石
油
製
品
の
使
用
量
を
減
ら
す
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

の
利
用
に
努
め
る
な
ど
の
取
組
が
有
効
で
す
。

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
気
温

が
上
昇
す
る
と
、
気
象
状
況
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ

の
結
果
、
世
界
的
に
洪
水
や
干

ば
つ
な
ど
の
異
常
気
象
が
多
発

し
、
さ
ら
に
は
今
ま
で
と
は
異

な
っ
た
地
域
で
も
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
猛
暑
や
大
型
台

風
、
大
雨
な
ど
の
被
害
が
増
す

と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
熱

帯
性
の
伝
染
病
の
発
生
を
危
惧

す
る
専
門
家
も
い
ま
す
。

市
は
「
館
山
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
を
作
成
し
、

市
役
所
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

総
排
出
量
を
、
平
成
12
年
度
を

基
準
年
度
と
し
て
、
平
成
19
年

度
ま
で
に
６
％
以
上
削
減
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
平
成
18
年

度
は
19
％
の
削
減
を
達
成
し
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
防
止
に
は
、

市
役
所
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
行
動
が
重
要
で
す
。

夏
は
冷
房
を
多
く
使
用
す
る

季
節
で
す
。
温
度
は
28
℃
を
目

安
に
設
定
す
る
な
ど
、
み
ん
な

で
地
球
温
暖
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
の

意
識
が
大
切
で
す
。
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受
付
期
間
／
７
月
31
日
（
火
）

ま
で

　
試
験
日
／
９
月
16
日
（
日
）

　

試
験
職
種
（
募
集
人
員
）
／

警
察
官
Ａ
（
男
性
90
人
程
度
）、

警
察
官
Ｂ
（
男
性
60
人
程
度
、

女
性
15
人
程
度
）

　
受
験
資
格
／

【
警
察
官
Ａ
】
昭
和
49
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒
業

し
た
者
、
又
は
平
成
20
年
３
月

末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

【
警
察
官
Ｂ
】
昭
和
52
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
警
察
官

Ａ
に
該
当
し
な
い
者
。

　

受
験
案
内
配
布
先
／
館
山
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所

※
千
葉
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.police.pref.

chiba.
jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

問
合
せ
／
館
山
警
察
署
警
務

課
（
℡
23―

０
１
１
０
）

　

受
付
期
間
／
７
月
30
日（
月
）

か
ら
８
月
10
日
（
金
）ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

　
受
付
時
間
／
平
日
（
月
～
金
）

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で

※
申
込
書
は
、
三
芳
水
道
企
業

団
で
配
布
し
ま
す
。

　

試
験
日
／
【
１
次
試
験
】
９

月
16
日（
日
）【
２
次
試
験
】
11

月
上
旬
予
定

　

１
次
試
験
合
格
発
表
／
10
月

19
日
（
金
）
午
前
９
時

　

問
合
せ
／
三
芳
水
道
企
業
団

（
℡
22―

３
７
２
９
）

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、
受
験

を
希
望
す
る
団
体
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

2.
city.tateyam

a.chiba.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

受
付
期
間
／
７
月
30
日（
月
）

か
ら
８
月
10
日
（
金
）ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

　
受
付
時
間
／
平
日
（
月
～
金
）

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で

※
申
込
書
は
、
総
務
課
で
配
布

し
ま
す
。

　

試
験
日
／
【
１
次
試
験
】
９

月
16
日（
日
）【
２
次
試
験
】
11

月
中
旬
予
定

　

１
次
試
験
合
格
発
表
／
10
月

19
日
（
金
）
午
前
９
時

　

給
与
／
市
の
規
定
に
よ
り
給

料
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
な

ど
の
支
給
制
度
や
昇
給
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
勤
務
時
間
／
週
40
時
間
で
土
・

日
曜
日
は
休
み
。（
一
部
の
施
設

な
ど
を
除
く
）

　
館
山
市
、
三
芳
水
道
企
業
団
、

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、
来
年
４
月
採
用
予

定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

各
試
験
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者（
た

だ
し
、
保
育
士
、
保
健
師
に
つ

い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）。

②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）。

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者
。

④
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経

過
し
な
い
者
。

⑤
日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以

後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又

は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張

す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結

成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た

者
。

※
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る

場
合
は
、

120
円
切
手
を
貼
っ
た

来
年
度
の
職
員
採
用
試
験　

館 
山 

市
・
三
芳
水
道
・
安
房
広
域　

館　
山　
市

安
房
郡
市
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合

三
芳
水
道
企
業
団

　

受
付
期
間
／
７
月
30
日（
月
）

か
ら
８
月
10
日
（
金
）ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

　
受
付
時
間
／
平
日
（
月
～
金
）

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で

※
申
込
書
は
、
安
房
郡
市
消
防

本
部
で
配
布
し
ま
す
。

　

試
験
日
／
【
１
次
試
験
】
９

月
16
日（
日
）【
２
次
試
験
】
11

月
上
旬
予
定
（
面
接
（
口
述
）・

体
力
検
査
）

　

１
次
試
験
合
格
発
表
／
10
月

19
日
（
金
）
午
前
９
時

　

問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本

部
総
務
課
（
℡
22―

２
９
０
２
）、

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
（
℡
22―

５
６
３
３
）

　

休
暇
／
年
次
有
給
休
暇
や
特

別
休
暇
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

研
修
制
度
／
一
般
事
務
研
修

を
は
じ
め
、
自
己
啓
発
や
専
門

知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
各
種

研
修
が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
総
務
課
（
℡
22―

３
９
５
３
）

平
成
19
年
度

第
２
回
千
葉
県

警
察
官
採
用
試
験

集募
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▼各職種の採用内容

　昭和 47 年４月２日から平成２年４月１日までに生ま
れた者で、学歴は問わない。

館　
　
　
　
　
山　
　
　
　
　
　
市

択一式一般教養
作文

（高校卒業程度）

　 職  種 受　験　資　格 １次試験の内容採用予定

保健師職

　昭和 47 年４月２日から平成２年４月１日までに生ま
れた、次のすべての要件を満たす者で、学歴を問わない。
(1) 身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が
1 級から 6 級までであること。( 指定する医師の診断
によりそれと同等の障害が証明された場合を含む。)
(2) 活字印刷文の出題への対応が可能であること。
(3) 自力により通勤ができ、介護者なしに職務の遂行
が可能であること。

　昭和 47 年４月２日から昭和 63 年４月１日までに
生まれた者で、保育士及び幼稚園教諭の資格を有する
者又は平成 20 年３月 31 日までに資格取得見込の者。

１人

　２人
択一式一般教養
択一式専門

（短大卒業程度）
 保育士職

１人

　昭和 47 年４月２日から昭和 62 年４月１日までに
生まれた者で、保健師の資格を有する者又は平成 20
年３月 31 日までに資格取得見込の者。

択一式一般教養
択一式専門

（短大卒業程度）

土木技術職
（初級）

建築技術職
（初級）

　７人

一般行政職
  （初級）

　昭和 47 年４月２日から平成２年４月１日までに生
まれた者で、学歴は問わない。

択一式一般教養
択一式専門

（高校卒業程度）
　２人

　昭和 47 年４月２日から平成２年４月１日までに生
まれた者で、学歴は問わない。

択一式一般教養
択一式専門

（高校卒業程度）

１人

幼稚園教諭職
　昭和 47 年４月２日から昭和 63 年４月１日までに
生まれた者で、幼稚園教諭及び保育士の資格を有する
者又は平成 20 年３月 31 日までに資格取得見込の者。

　２人
択一式一般教養
択一式専門

（短大卒業程度）

　昭和 47 年４月２日以降に生まれた者で、管理栄養士
の資格を有する者。

択一式一般教養
択一式専門

（短大卒業程度）
管理栄養士職 １人

　昭和 47 年４月２日から昭和 61 年４月１日までに生
まれた者で、次のすべての要件を満たす者。
(1) 博物館法に定める学芸員の資格を有する者又は平成
20 年３月 31 日までに資格取得見込みの者。
(2) 学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）の史
学科その他これに準ずる学科において民俗学を専攻し、
卒業した者又は平成 20 年３月 31 日までに卒業する見
込みの者。

択一式一般教養
小論文

（大学卒業程度）

三
芳
水
道

　昭和 47 年４月２日から平成 2 年４月１日までに生
まれた者で、学歴は問わない。

学芸員職

安
房
広
域

　昭和 54 年４月２日から平成２年４月１日までに生
まれた者で、学歴は問わない。
身体資格／①矯正視力 1.0 以上、②聴力、言語及び運
動機能、消防職務遂行上支障がないこと。

択一式一般教養
作文

（高校卒業程度）

電気技術職
  （初級）

　１人

消防職

択一式一般教養
択一式専門

（高校卒業程度）

　４人

１人

集募
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　保健推進員といっしょに離乳食を作ったり、管理栄
養士や保健師による個別相談を行います。
　別室で赤ちゃんを預かります。
　日時／８月３日（金）13:15 ～ 15:30
　場所／コミュニティセンター
　持ち物／母子手帳、エプロン、三角巾
※赤ちゃんと参加する場合はバスタオルとその他必要
なもの。
　問合せ・申込み／健康課（℡ 23 － 3113）

うまうま学級ママと赤ちゃんいっしょに
　
（
財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理

協
会
で
は
、『
わ
が
家
の
犬
・
猫

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
開
催
し

ま
す
。

　

応
募
作
品
／
応
募
で
き
る
の

は
飼
育
し
て
い
る
犬
・
猫
の
写

真
３
枚
ま
で
と
し
、
し
つ
け
な

ど
飼
育
に
つ
い
て

400
字
詰
原
稿

用
紙
１
枚
以
内
に
ま
と
め
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
写
真
は
Ｌ

版
で
、
す
べ
て
の
写
真
の
裏
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
。
版
権
は
協
会
に

わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

帰
属
し
、
適
正
飼
育
を
呼
び
か

け
る
機
関
紙
な
ど
に
掲
載
し
ま

す
。

　

応
募
資
格
／
県
内
在
住
で
あ

れ
ば
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
、
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
応
募
締
切
／
８
月
31
日
（
金
）

必
着

　

問
合
せ
・
応
募
先
／
〒

260―
０
０
０
１　

千
葉
市
中
央
区
都

町
463―
３　

財
団
法
人　

千
葉

県
動
物
保
護
管
理
協
会
（
℡

043

―

214―
７
８
１
４
）

　

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て

マ
マ
を
応
援
す
る
た
め
、「
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
講

し
ま
す
。
就
職
に
役
立
つ
基
礎

知
識
を
学
び
、
同
じ
悩
み
を
持

つ
仲
間
同
士
で
語
り
合
う
こ
と

で
、
再
就
職
を
乗
り
切
る
力
を

養
い
ま
す
。（
託
児
あ
り
）

　

日
時
／
【
第
２
回
】
８
月
21

日
（
火
）
～
23
日
（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

【
第
３
回
】
10
月
16
日
（
火
）
～

応
援
し
ま
す
！
子
育
て
マ
マ
の
再
就
職

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
の
受
講
生
募
集

　

千
葉
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
で
は
、
児
童
が
健
康
的

な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
日

頃
か
ら
生
活
習
慣
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
画
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
は
、

広
報
用
の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
活

用
し
、
広
く
健
康
づ
く
り
の
普

及
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
テ
ー
マ
／
食
事
、運
動
、休
養
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
こ
と
。

　
対
象
／
小
学
生
以
下

18
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時

※
第
１
回
目
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
定
員
／
各
回
20
人
（
先
着
順
）

　
受
講
料
／
無
料

　
場
所
／
ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ（
千

葉
市
美
浜
区
幕
張
西
４―

１―

10
）

　

問
合
せ
・
申
込
み
／
千
葉
県

雇
用
労
働
課
（
℡

043―

223―

２
７
４
１
）

健
康
づ
く
り
絵
画　

応
募
規
定
／
①
作
品
は
個
人

作
品
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
②
用
紙
は
４
ツ
切
画
用

紙
を
縦
長
に
使
用
し
、
文
字
は

入
れ
な
い
こ
と
。
③
必
ず
作
品

の
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入
す
る

こ
と
。

　

賞
／
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
２
点
、
入
選
15
点
、
応
募
者

全
員
に
参
加
賞
。

　

締
切
／
９
月
６
日
（
木
）
必

着
　

そ
の
他
／
作
品
の
版
権
は
県

国
保
連
合
会
に
帰
属
し
、
作
品

は
ポ
ス
タ
ー
用
に
再
校
正
し
ま

す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
す
。

　

問
合
せ
・
応
募
先
／
〒

263―

０
０
１
６　

千
葉
市
稲
毛
区
天

台
６―

４―

３　

千
葉
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
課

保
健
事
業
係
（
℡

043―

254―

７
３
５
５
）
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館
山

　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

          　
『
わ
か
し
お
』会
員
募
集
中
！

7 日、21 日、28 日 ( 火）
2 日、9 日、16 日、23 日、30 日 ( 木）

3 日、10 日、17 日、24 日、31 日 ( 金）

※クラブわかしお定期スポーツ教室は、生涯学習課主催「子ども市民大学」の対象教室になっています。

健康体操
タップダンス
セルフリフレクソロジー
ヨット

誰でも
誰でも
誰でも
予約制

クラブわかしお定期スポーツ教室 19 年８月の活動予定　問合せ／スポーツ課（℡ 22 － 3696）

ジョギング・ウォーキング
エアロビクスダンス
野球塾
バレーボール
ソフトバレーボール
ビーチボールバレー
卓球
バドミントン
グラウンドゴルフ
水泳
ヒップホップダンス
キッズサッカー
女子フットサル
軟式野球

ソシアルダンス

南総文化ホール前
若潮ホール
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民体育館
中央公園
温水プール
渡辺ダンススタジオ
市民運動場
市民運動場
館山小学校校庭

　　　　種　　目　　　　　 対　　象　　　　活　動　日         　 時　　間　　　　会　　　場
誰でも
誰でも
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
誰でも
成人
誰でも
就学前の親子
小学生以上
小学生以上

誰でも

13:00 ～ 16:00
13:00 ～ 16:00
13:00 ～ 16:00
19:00 ～ 21:00

6 日、20 日、27 日 ( 月 )
7 日、28 日 ( 火 )
10 日 ( 金 )
4 日、18 日、25 日 ( 土 )

19:00 ～ 21:00
14:00 ～ 15:30
19:30 ～ 20:45
19:00 ～ 20:00
  9:00 ～ 11:30　

19:00 ～ 20:00
19:30 ～ 20:45
19:00 ～ 20:45
19:00 ～ 20:30
19:00 ～ 20:30
19:00 ～ 20:30
19:30 ～ 21:15
19:30 ～ 21:15
13:00 ～ 15:00
15:30 ～ 16:30
19:30 ～ 20:30
17:00 ～ 18:30
17:00 ～ 18:30
  8:00 ～ 10:00

3 日、24 日 ( 金 )
21 日 ( 火 )
20 日 ( 月 )
4 日 ( 土 )
18 日 ( 土 )
25 日 ( 土）
22 日 ( 水 )
1 日、29 日 ( 水 )
3 日、10 日、17 日、24 日、31 日 ( 金）
3 日、10 日、17 日、24 日、31 日 ( 金）
要問合せ
5 日 ( 日 )
5 日 ( 日 )
12 日、19 日 ( 日 )

お知らせ

1 日、22 日、29 日 ( 水 )

　豊津ホール
　
　
   
　
　若潮ホール
　若潮ホール
　若潮ホール
　水産ヨットハーバー

若潮ホール

活動協力団体紹介

団体名：南総館山ＦＣ
種目：サッカー

活動紹介：千葉県サッカーリーグ所属チーム。対象者は小学生以上の男

　
　

　
館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ 

「
わ
か
し
お
」
の
ブ
ロ
グ
「
わ

か
し
お
日
記
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

日
々
の
定
期
ス
ポ
ー
ツ
や
、
各
種
教

室
の
様
子
そ
の
他
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
載
っ

て
い
ま
す
。
是
非
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。http://yaplog.

jp/w
akashio/活動日

時　間
場　所

　　火曜日
20:00 ～ 22:00
一中体育館

　　金曜日
19:30 ～ 21:30
館高グラウンド

女です。より高度な技術･戦術を体験できます。また、基礎も教えるこ
とができるので、小学生や女子高校生も一緒に活動を楽しんだ実績も
あります。気軽に遊びに来てください。

※８日は花火大会のため教室はお休みです。また、13 日から 15 日まではお盆休みのため教室はありません。
ご注意ください。
※ヨット教室は 4 日、25 日が初心者コース、18 日が経験者コースです。
※キッズサッカー・女子フットサルは、時間が 17:00 ～ 18:30 に変わります。
※水曜日の夜の部と金曜日のソシアルダンスは、初心者対象教室になります。
※ヒップホップダンスの時間は 19:30 ～ 20:30 までです。日程・場所については、スポーツ課までお問合せ
ください。
※私たちのスポーツクラブは、健康増進、体力づくりとともに、仲間づくりを大きな目的にしています。ぜひ
友達も誘って、スポーツ仲間を広げましょう。
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入
門
教
室
で
完
成
し
た
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の

実
演
方
法
を
学
ぶ
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
実
践
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

習
得
し
た
作
品
と
技
術
は
、
学
校
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
発
表
な
ど
で
活
用
で
き

ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り
（
全
５
回
）

　
時
間
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
小
学
３
年
生
以
上
（
大
人
可
）

　
定
員
／
20
人

　
講
師
／
松
苗
禮
子
先
生

　
申
込
方
法
／
中
央
公
民
館
へ
電
話
で
申
込
む
。

　
締
切
／
８
月
10
日
（
金
）

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（
℡
23―

３
１
１
１
）

８月のプログラム
日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日

10:30 ～ 甲冑を着よう
（観覧料として小中学生 80 円、一般 150 円）

入館者
市立博物館
℡ 23 － 5212

将棋教室

どなたでも
1,000 人

 11 日
（土）

17 日
（金）

館山野鳥の森
℡ 28 － 0166

25 日
（土）

企画展「魚魚っとさかなクン　おしえ
て！！館山湾の魚」

19:30 ～ 一般
200 人

将棋教室

小学生以上
館山市中央公民館
℡ 23 － 311113:30 ～

家族一般
40 人

県立安房博物館
℡ 22 － 8608

 9:00
～ 16:309/2 まで

図書館夏休み子ども講座③
「館山の貝のおはなし」（要予約）

鳥となかよしコース
義

わんぱくコース
悌

かがみがうらコース
智

講演会「魚魚っとさかなクン　おしえ
て！！館山湾の魚」( 南総文化ホール )

県立安房博物館
℡ 22 － 8608

工作体験 ( 参加費 1,000 円 ) 20 人

10 日
（金）

星空ナイトシアター in 大房岬～真夏の夜
の物語～（参加費 200 円）

ナイトハイク～夜の世界におじゃましよ
う～（参加費 200 円）

大房岬少年自然の家
℡ 33 － 4561

フィールドアドベンチャー
（参加費 500 円）

19:30 ～

どなたでも 20 人
( 小 3 以下大人同

伴 )

館山野鳥の森
℡ 28 － 0166

鳥となかよしコース
義

小学生 30 人
( 保護者同伴

可 )

館山市図書館
℡ 22 － 0701

ぶんがくコース
孝

19 日
（日）

昔のおもちゃ作り
（参加費 1,000 円）

館山野鳥の森
℡ 28 － 0166

鳥となかよしコース
義

13:30 ～ 小学生以上 館山市中央公民館
℡ 23 － 3111

海辺の語り部さくら貝
（入館料 200 円）

どなたでも 80 人
( 小 3 以下大人同

伴 )26 日
（日） 体験の森 12 か月

丸太いす作り（参加費 1,500 円）

どなたでも 20 人
( 小 3 以下大人同

伴 )

館山野鳥の森
℡ 28 － 0166

一般

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
実
践
教
室

日　程
  8 月 18 日（土）

  9 月 22 日（土）

10 月 20 日（土）

11 月 17 日（土）

12 月 15 日（土）

内　容
上演の基本
　①パネル内のこと
上演の基本
　②声・態度・位置
上演の実際
　①実技・助言
上演の実際
　②実技・助言
まとめ・発表会・反省

▼パネルシアター実践教室の日程と内容

4 日
（土）

13:00
～ 14:30

5 日
（日）

10:00
～ 15:00

大房岬少年自然の家
℡ 33 － 4561

たいぶさコース
仁

たいぶさコース
仁

12 日
（日）

10:00
～ 15:00

13:30
～ 15:30

10:00
～ 15:00

どなたでも 20 人
( 小 3 以下大人同

伴 )

13:30
～ 15:30

県立安房博物館
℡ 22 － 8608

かがみがうらコース
智

かがみがうらコース
智

10:00
～ 15:00

鳥となかよしコース
義

わんぱくコース
悌

9/2 まで
しろやまコース

信
 9:00
～ 17:00 収蔵資料展 一般

市立博物館
℡ 23 － 5212

しろやまコース
信
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17 日（金）

18 日（土）
19 日（日）
20 日（月）
21 日（火）
22 日（水）
23 日（木）

24 日（金）

25 日（土）
26 日（日）

27 日（月）
28 日（火）
29 日（水）
30日 ( 木）

31 日（金）

症状よっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（℡ 22 － 2233）へ問い合わせてください。

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

夜間救急・休日救急

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

安房医師会病院の小児科の診療は、毎週日曜日の 9:30 ～ 16:00 に、
救急のみ診察します。祭日は、不定期ですのでお問合せください。
他の時間帯は、内科医による初期診療です。

 1 日（水）
 2 日（木）

 3 日（金）
 
 4 日（土）
 5 日（日）
 6 日（月）
 7 日（火）
 8 日（水）  
 9 日（木）

10 日（金）

11 日（土）
12 日（日）
13 日（月）
14 日（火）
15 日（水 )
16 日（木）

小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128 
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
℡ 04 － 7092 － 2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
℡ 04 － 7097 － 1221
鋸南病院 ( 鋸南町 ) ℡ 55 － 2125
東条病院 ( 鴨川市 )℡ 04 － 7092 － 1207
富山国保病院 ( 南房総市 ) ℡ 58 － 0301         
鋸南病院 ( 鋸南町 )  ℡ 55 － 2125
赤門整形外科内科 ( 市内 ) ℡ 22 － 0008
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
℡ 04 － 7092 － 2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
℡ 04 － 7097 － 1221
小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128 
館山病院 ( 市内 ) ℡ 22 － 1122
富山国保病院 ( 南房総市 ) ℡ 58 － 0301
東条病院 ( 鴨川市 )℡ 04 － 7092 － 1207
小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
℡ 04 － 7092 － 2231  

鴨川市立国保病院（鴨川市）
℡ 04 － 7097 － 1221
赤門整形外科内科 ( 市内 ) ℡ 22 － 0008
鋸南病院 ( 鋸南町 ) ℡ 55 － 2125
富山国保病院 ( 南房総市 ) ℡ 58 － 0301         
東条病院 ( 鴨川市 )℡ 04 － 7092 － 1207
小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
℡ 04 － 7092 － 2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
℡ 04 － 7097 － 1221
鋸南病院 ( 鋸南町 ) ℡ 55 － 2125
館山病院 ( 市内 ) ℡ 22 － 1122
勝山クリニック ( 鋸南町 ) ℡ 55 － 2138
富山国保病院 ( 南房総市 ) ℡ 58 － 0301         
東条病院 ( 鴨川市 )℡ 04 － 7092 － 1207
小田病院（鴨川市）℡ 04 － 7092 － 1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
℡ 04 － 7092 － 2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
℡ 04 － 7097 － 1221

【休日･夜間】
【休日】

【休日･夜間】

【休日･夜間】

【休日･夜間】

　安房医師会病院は、平成 12 年から 24 時間 365 日の救急受入れ体制を 7 年間行ってきました。
しかし、近年の医師不足により、現行の救急体制を維持することが困難となりました。
　医師が確保できるまで、夜間の外科系と内科系の医師 2 人体制の救急受入れは午後 10 時までと

安房医師会病院
℡ 25 － 5111 

【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

し、午後 10 時から翌朝 8 時 30 分までは 1 人体制で行います。そのため、疾患によっては十分な対応ができない場合
があります。また、軽症者が多数受診されると、重症者の対応が困難となります。午後 9 時 30 分以降の受診は、一般、
救急車とも原則として受診前に電話で連絡をお願いします。
　安房医師会病院以外の夜間救急は次のとおりで、夜間待機施設として午後 5 時から翌朝 8 時まで診療します。

8 月

　
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
の
更
新
申
請

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険 

72

　
問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（
℡
22―

３
４
８
９
）

　
介
護
認
定
に
は
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　

有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
方
は
、
有
効
期
間
満
了
の
60

日
前
か
ら
更
新
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
認
定
期
間
を
確
認
の
上
、
早
め
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　
サ
ー
ビ
ス
を
当
面
利
用
し
な
い
方
、
医
療
保
険
で
入
院
し
て
い

る
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
改
め
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
有
効
期
間
内
で
あ
っ
て
も
心
身
の
状
態
が
重
度
化
す
る
な
ど
の

大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
場
合
は
、い
つ
で
も
要
介
護
認
定
区
分
の「
変

更
申
請
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
更
新
申
請
の
流
れ
】

市　
役　
所

介
護
保
険

被
保
険
者

②
③④

①

④
介
護
認
定
審
査
会
終
了
後
に
、
市
か
ら
結

果
通
知
と
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
。

③
市
職
員
が
、
後
日
認
定
調
査
に
訪
問
。

②
更
新
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
添
え
て
市
保
険
給

付
課
の
窓
口
に
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
。

①
有
効
期
間
満
了
の
60
日
前
に
、
市
か
ら
更

新
の
お
知
ら
せ
と
更
新
申
請
書
を
送
付
。

ワン！
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８月のイベントインフォメーション

７月１日現在の申込み分を掲載。問合せ／中央公民館 
コミュニティセンター

6 月 30 日現在の申込み分の中より掲載。
問合せ／千葉県南総文化ホール ℡ 22 － 1811
ホームページ　http://www.nanso-bunka.jp

問合せ／都市計画課℡ 22 － 3610

市民のサークル活動
などの発表の場とし
て利用できます。

※各行事は主催者の都合により変更になることがあります。

館山駅市民ギャラリー

パン粘土作品展（パン粘土の花）
やわたんまち写真展（全日本写真連盟館山支部）

 7/24 ～ 8/20
日　程 催　　物　　名

 8/21 ～ 9/18

第 59 回安房書道展
8/10（金）～ 12（日）  9:00 ～ 16:00

日　程 催　　物　　名開催時 間 主　催　者
変化朝顔の会（12 日は 15:30 まで）変化朝顔の展示
安房書道会（25 日は 16:00 まで）8/23( 木 ) ～ 25（土） 9:00 ～ 17:00  

南総文化ホール
８月の休館日／ 6 日、13 日、20 日、27 日

 7 日（火）
11日（土）
12日（日）

18日（土）

19日（日）
     
21日（火）       

22日（水）

28日（火）

南総文化ホール　
期　日 催　　物　　名 使 用 時 間 帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 

ー 

ル

大 

ホ 

ー 

ル

親子で楽しむ夏休みバレエまつり
全国学生フラメンコ連盟ＯＢ・ＯＧ公演
第 13 回全国大学
フラメンコフェスティバル in 館山
千葉県立長狭高等学校吹奏楽部
第 34 回定期演奏会
鴨川少年少女合唱団
2007 夏のコンサート
千葉県立安房南高等学校
創立 100 周年記念講演会
福祉映画会

「筆子・その愛～天使のピアノ」
スクールサマーコンサート

　14:00 ～ 16:00
　19:00 ～ 20:30
　14:00 ～ 17:30

　13:30 ～ 16:00
  
　14:00 ～ 16:00

　10:00 ～ 11:30
　
　14:00 ～ 16:00
　
　13:30 ～ 16:00

有　料
無　料
無　料

（要整理券）
無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

朗読劇「この子たちの夏」

リトルピアニストコンサート本選会
第１回安房平和映画祭

 4 日（土）
 
 5 日（日）
18日（土）
19日（日）     

14:00 ～ 16:00

13:00 ～ 16:30
13:25 ～ 18:00
 9:05 ～ 17:00

有　料

無　料
有　料

朗読劇「この子たちの夏」を上演
する会事務局　　　

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

7 月 22 日（日）～ 8 月 4 日（土）

8 月 8 日（水）～ 8 月 15 日（水）
陶芸・彫刻・ガラス細工他

日程
催物名
出展者
日程
催物名
出展者

粕谷昭一
働く海の男の写真展 １マイル展

催物名
出展者

8月18日（土）～8月29日（水）

千倉中央公民館
千倉絵画同好会

館空会
日程

※ギャラリーの観覧時間は 8:30 ～ 17:00 です。
すべて無料でご覧いただけます。
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こんなことあんなこと 相 談 案 内 お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
（一般相談員による相談）
　日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　10:00 ～ 15:00

（専門相談員による相談）
　日時／毎月第１、第３火曜日
　　　　13:00 ～ 15:00
　対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　　１日４人まで
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会（℡ 23 － 5068）

児童
　家庭関係・養育問題など　
　日時／毎日　8:30 ～ 17:00
　場所／家庭児童相談室（℡ 22 － 3496）

精神保健
　不眠、イライラ、対人関係、 認知症など
　の心配
　日時／ 8 月 7・14・21・28 日（火）
　場所／安房健康福祉センター
　申込み／℡ 22 － 4511（予約必要）

介　護
介護（予防）についての悩み、相談
日時／月～金曜日は 9:00 ～ 17:00
　　　土曜日は 9:00 ～ 12:00
場所／地域包括支援センター　
　たてやま（長須賀 196 ℡ 25 － 7191）
　なのはな（長須賀 102 － 1 ℡ 22 － 1350）

乳幼児
　◎乳児健診
　日時／ 8 月 21 日（火）
　対象／４か月児
　受付／ 13:30 ～ 14:30
　◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／ 8 月 6 日（月）
　受付／ 9:30 ～ 10:30
　◎１歳６か月児健康診査
　日時／ 8 月 2 日（木）
　対象／平成 18 年 1 月生まれ児
　受付／ 13:10 ～ 13:30
　◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／ 8 月 23 日（木）
　対象／平成 16 年 2 月生まれ児
　受付／ 13:10 ～ 13:30
　※場所は保健センター（℡ 23 － 3113）

家庭教育
　生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
　日時／月～金曜日　9:00 ～ 16:00
　場所／中央公民館
　問合せ／℡ 23 － 3111

身障・知的障害
　日時／身障障害：毎月第 1 火曜日
　　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　　午後０時 30 分から
　場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　　知的障害：田村病院
　申込み・問合せ／福祉課に必ず事前に申込   　
　んでください。（℡ 22 － 3492）

人権相談
日時／毎週水曜日　10:00 ～ 16:00
　※祝日の場合は前日または後日
場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　人権相談室（℡ 22 － 0620）

交通事故
　電話でも相談できます
　日時／毎日　9:00 ～ 16:30
　場所／南房総県民センター安房事務所内
　問合せ／℡ 22 － 7132

消費生活
　商品やサービスの契約に伴う苦情、相談
　日時／ 8 月 2 日（木）・16 日（木）
　　　　9:00 ～ 16:00
　場所・問合せ／市民相談室（℡ 22 － 3199）

市民生活
　市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
　日時／毎日　9:00 ～ 17:00
　場所・問合せ／市民相談室（℡ 22 － 3199）

年　金（予約制）
　厚生年金など（予約制）
　日時／ 8 月 16 日（木）10:00 ～ 15:00
　場所／館山市役所
　定員／ 50 人
　予約受付開始日／ 8 月 1 日（水）
　予約方法／電話または保険給付課国保年　
金窓口で相談希望者の氏名、生年月日、　住所、
基礎年金番号、相談の概要などを　申し出て
下さい。
　問合せ／保険給付課（℡ 22 － 3418）

行政相談

結　婚
　日時／毎月第１、第３日曜日
　　　　10:00 ～ 16:00
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会 ( ℡ 23 － 5068)

住宅・建築相談
　住宅・建築に関すること、木造住宅の簡易
耐震診断、耐震補強、欠陥住宅など
　日時／ 9 月 12 日（水）13:00 ～ 17:00
　場所／市役所 3 号館 2 階会議室
　※簡易耐震診断は平面図 ( 壁入り ) を持参し
てください。事前申込みが必要です。
　申込み･問合せ／都市計画課
                         （℡ 22 － 3640）

●８月の古紙・紙パック収集日

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ
○雨でも収集します。濡れないようにビニ
　ールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばねてく
　ださい。
問合せ／環境課（℡ 22 － 3354）

午前 8 時 30 分までに出してください

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／ 8 月 8 日（水）10:00 ～ 15:00
場所／市民相談室
問合せ／市民相談室（℡ 22 － 3199）
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  古　紙
  5 日（日）
21 日（火）
12 日（日）
28 日（火）
10 日（金）
26 日（日）
  9 日（木）
23 日（木）
  6 日（月）
20 日（月）
  7 日（火）
24 日（金）
  8 日（水）
22 日（水）

地 区 名
館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

  紙パック
16 日（木）

  2 日（木）

  9 日（木）

23 日（木）

  9 日（木）



観光たてやま魅力再発見！ No.23 ウミホタル観察会
ウミホタルはミジンコの仲間で、体に透明な 2 枚の

殻を持っています。大人で 3 ミリくらい、米粒のよう
な形をしています。水深 5 メートル前後の海底を活動
域とし、昼間は砂に潜り、夜になると砂から出て活動
する夜行性です。

ある種の外的刺激を受けると驚いて光ります。上あ
ご近くから発光液（ルシフェリン）と発光促進酵素（ル
シフェラーゼ）を体外に出して、海水中の酸素と化学
反応して光を出すというのが発光のメカニズムです。
これは、陸のホタルの胎内発光と区別して、胎外発光
と呼ばれています。体の中のルシフェリンがなくなる
と光らないので、短時間では３回程度しか光ることが出来ません。
　ウミホタルの分布は、北は青森から南は沖縄まで、主に太平洋側の岸で見つかっていますが、環境
汚染や海辺のライトアップなどによって、首都圏からは次第に姿を消し、関東地方では茨城県や千葉
県の一部でしか見られなくなってしまいました。その数少ない関東の生息域の中でも、特に波静かな
館山湾 ( 鏡ヶ浦 ) は、全国でも有数のウミホタルの生息地として知られています。
　館山ウミホタル観察倶楽部と館山市観光協会では毎月第一土曜日 ( 夏休み期間中は毎週土曜日 ) に

▲宝石のようなウミホタルの輝き

▲ウミホタル観察会の模様

去
年
、
市
内
海
水
浴
場
の
監

視
業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
が
館
山
に
来
る
よ
う
に

な
っ
た
直
接
の
き
っ
か
け
で
す
。

館
山
の
海
が
き
れ
い
な
こ
と

は
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。

内
湾
か
ら
外
海
ま
で
様
々
な
海

で
、
他
に
は
ま
ね
で
き
な
い
環

境
に
恵
ま
れ
た
い
い
と
こ
ろ
で

す
ね
。

館
山
の
海
岸
は
ゴ
ミ
も
あ
ま

り
無
く
て
き
れ
い
。
私
た
ち
は
、

そ
れ
を
守
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。日

本
で
も
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー

を
プ
ロ
と
し
て
確
立
し
た
い
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

危
な
い
か
ら
海
に
行
か
な
い
よ

う
に
と
言
わ
れ
て
、
海
で
遊
ば

な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
い
る
と
こ
ろ

で
遊
ぶ
よ
う
に
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
使
（
館
山
ふ
る
さ

と
大
使
）
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
が
、

館
山
サ
ー
フ
ク
ラ
ブ
の
チ
ー
ム
活

動
を
通
じ
て
館
山
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
。

▲さわやかな笑顔は大人気

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

館
山
ス
ポ
ー
ツ
大
使

東
京
都
在
住
。
日
本
人
初
の
プ

ロ
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
。
全
日
本
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
選
手
権
ア
イ
ア

ン
マ
ン
レ
ー
ス
で
５
連
覇
を
達
成

す
る
な
ど
、プ
ロ
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
俳
優･
モ

デ
ル
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

館
山
サ
ー
フ
ク
ラ
ブ
（
平
成
18

年
度
か
ら
市
内
海
水
浴
場
の
監
視

業
務
を
実
施
）
を
立
ち
上
げ
、
海

の
安
全
と
環
境
を
保
全
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た

め
、
ゆ
か
り
の
あ
る
人
を
委
嘱
し
、

館
山
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら

う
「
館
山
ふ
る
さ
と
大
使
」
は
さ

か
な
ク
ン
、
深
津
純
子
さ
ん
（
フ

ル
ー
ト
奏
者
）、
石
井
崇
さ
ん
（
画

家
）
に
続
い
て
４
人
目
で
す
。

　
　
飯 
沼 
誠 

司 

さ 

ん

ウミホタル観察会を開催しています。自分の手のひらでマリンブルー
に輝くウミホタルの輝きを観察してみませんか。
■参加費：無料
■開催日：毎月第 1 土曜日（夏休み期間中は、毎週土曜日開催）
■開催時間：７～８月（19:30 ～ 20:30）
　　　　　　９～６月（19:00 ～ 20:00）
■会　場：千葉県立安房博物館敷内岸壁
　　　　　　※雨天決行（雨天時は安房博物館小講堂）
■問合せ：館山市観光協会（℡ 0470-22-2530）

※ウミホタルは、観察が終わったらその場で海へかえします。これはウミホタルの保護のためです。
また、ウミホタルが永久に棲めるきれいな海を守るよう市民の皆さんの協力をお願いします。

市
民

シリーズ

261
「
館
山
の
き
れ
い
な
海
を

　
　
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」
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